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研究成果の概要 

 本研究は、「昆虫の行動は植物ステロイドホルモンを介した記憶増強によって植物から操作されてい

る」、といった大胆な仮説の証明とその分子神経機構の解明を目指している。本年度は、昆虫のステロ

イドホルモン受容体である HR38 が、植物ステロイドホルモンを受容し、昆虫の記憶に影響を与える分

子神経機構を調べるための手法の確立を主に行った。 

 

①遺伝子が操作できる昆虫であるショウジョウバエや、植物ステロイドホルモンの作用が明確なミツ

バチを用いて、植物ステロイドホルモンが作用すると考えられるドーパミン神経にどのような形態変

化が起きるか共焦点顕微鏡を用いて調べた。HR38の過剰発現や植物ステロイドホルモンの摂食では、 

対照群と比較して明確な形態変化は認められなかった。 

 

②ショウジョウバエを用いて、ドーパミン神経特異的に HR38 を過剰発現もしくは発現阻害し、そのよ

うな細胞を FACS で集め、RNA-Seq 解析を行う手法を確立した。また、ミツバチの脳を用いてシングル

セル RNA-Seq解析を行う手法も確立した。これらの手法を駆使して、植物ステロイドホルモン受容によ

って制御される遺伝子のスクリーニングに取り組んだ。 

 

③S2細胞を用いたルシフェラーゼアッセイ系を用いて、HR38 が植物ステロイドホルモンをリガンドと

して直接受容しているか検討した。その結果、直接結合するという結果は認められず、何かしらのコフ

ァクターを介している可能性が見出された。 

 

④ミツバチを用いて HR38の機能解析を行う系（in vivo RNAi）の確立に取り組んだ。文献調査から有

望と考えられたいくつかの方法を検討したが、いずれも予想通りにはいかなかった。よって、本アプロ

ーチは断念し、ショウジョウバエを用いた別のアプローチに取り組むこととした。 
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